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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
＜連絡事項＞

· 小坂先生の７月の勉強会予定表が庶務前に掲示してあるので、各自確認のこと。

· 青山荘入所者奥山依以子様が午後来所。プログラムを見学される。

· 11月予定のインフルエンザ予防接種に際し、通所リハ室での職員名簿取りまとめを29日（水）に行う。
＜利用者様情報＞

· 下村　藤江様～24日（金）通所予定日であったが来所されず、本人様宅に電話連絡、

訪問するが応答なし。25日（土）にデイスタッフが自宅に電話連絡し、本人様につながる。前日の件について問うと、「お酒を飲んだ。訪問も電話も知っていたが出られなかった」と話される。次回来所時に面談を行う事を本人様と確認している。本日本人様より、疲労感があるため欠席されること電話連絡を受ける。明日外来受診日であるので、その後来所していただき面談実施する予定。
· 大下　良悦様～保護者である弟様より電話連絡あり、室長が対応行っている。内容と

して、24日（金）のスタッフの対応の仕方やデイケアでのケアの仕方について「なぜデイケアに通っているのに兄の状態がよくならないのか」「利用料金を払っているのに、教科書を使って勉強させないのはなぜか」と話されている。デイケアの目的やプログラムの意義について説明するも聞き入れず、激しい怒りぶりであるが、29日（水）までに本人様と面談をして今後の利用目的を確認し、水曜日に弟様に電話連絡すること、また本人様に変化のある際にも随時電話連絡する事を約束し、了解して頂いている。本人様とは本日午後面談を実施する。

＜外来より情報提供＞

· 我満　奈津紀様～眩暈が少しあるとの事。娘様については「学校にきちんと行かせて



います」と話される。

· 大下　良悦様～本人様から一方的に「日常の事はきちんと出来ています」と話される。

＜利用者様検討＞

○大下　良悦様（56）統合失調症

＊今回は、本人様のご家族様（弟様）への対応について検討を行った。

現状：これまでも本人様の状態に対して保護者である弟様からはしばしば意見、要望等の電話連絡を頂いているが、当院デイケア利用の目的やルールについて理解しようとされず、一方的に怒りをぶつけられる。説明に対しても聞き入れず激昂される。
問題点：スタッフ間の話し合いで以下の問題点が挙げられた。
＃デイケアのプログラム自体を理解されていない。
→「そんなもの必要ない」と言う一方で、「プロだから何とかしろ」と矛盾した発言が聞かれる。
＃ご家族様による服薬管理の必要性を理解されていない。
→スタッフより本人様の服薬確認をしていただくようお願いし、当初弟様も了解されていたが、現在のところ服薬確認をしていただいているか把握出来ない状態である。深く問うと「そんなことプロがすることだろう」と逃げる口調が聞かれる。
＃本人様の病状とご家族対応について
→弟様からの電話中、「兄を殴ろうと思ってもすぐ逃げる」「兄が窓から部屋に入ろうとしたから殴った」などと暴力行為を示唆する発言が聞かれることがある。また、本人様は「転んだ」と話されるが、明らかに殴られたような痕が身体に残っていることもあり、本人様の病状への影響が問題視される。当院他部署だけでなく他関係機関も含めた対応策の協議が必要であると思われる。
＃本人様入院の提案を拒否される。
→本人様の病状が悪化していることについて、主治医の指示の元、入院加療が必要であることを説明しているが、「お金がないから入院させられない」と拒否される。また、本人様の病状等についてご家族同伴で外来受診し、主治医と相談することを勧めるも、来院拒否される。

対応：29日（水）までに本人様と面談をして今後の利用目的を確認すると共に、今後の家族対応についてデイケアスタッフで意見をまとめたうえで所属長とも検討し、判断・指示を仰ぐ。それに基づき水曜日に室長から弟様に電話連絡する。


＜利用者様目的別グループ分け検討会＞

· SUNSUN健康クラブのグループ編成について

現状～現在20名が参加しており、２班編成で週一回ビデオ教材やプリントを用いた生活習慣改善プログラムを実施している。これまで３回実施したが、各班の利用者様間で内容の理解力、プログラムへの参加意欲に偏りが見られるようになった。特に、理解力の偏りはプログラム進行上においても問題となっており、例えば時間をかけた説明を要する方が十分に内容を理解できないままプログラムをこなさざるを得ない状況も生じている。以上の現状から、今後のプログラム実施にあたり利用者様の理解力を考慮した班編成の見直しを検討する必要がある。

編成案～班は２班編成とし、各班のメンバーは以下のとおりとする。
１班：川口　八寿子様、我満　奈津紀様、村井　節子様、田名部　一樹様、関　秀治様、佐藤　朗子様、赤坂　順市様、横町　浩様、古舘　ヨリ様、袴田　淑子様
２班：平　康子様、下村　藤江様、溝越　キク様、巴　勇樹様、大釜　久直様、淡路　智恵子様、大久保　康弘様、田澤　勝敏様、関口　禅様、中居　松男様

